
≪安心・安全の仮設蓋≫
『ライトブリッジ』は敷鉄板に比べて遥かに軽く、2～3人
で簡単に設置する事ができ、その都度レッカーを頼まね
ばならない従来工法に比べて安全面・コスト面に大きく
貢献できます！

≪敷鉄板の代用品として使用≫
土木現場でのBOXカルバート、開削パイプ布設工事等
で、大型開口ができ、その日の仕事終了時に鉄板で仮
設蓋をして帰らねばならない現場は有りませんか？
そんな現場にMATSU-KOからの御提案！

≪歩行者用の仮橋として使用≫
この事例ではH形鋼を桁材として架け渡し、その上に
『ライトブリッジ』を載せることで、長スパンで使用する場
合の問題点であるタワミを極力抑えています。

≪段差を極力無くす工夫≫
ただ単に『ライトブリッジ』を架けるだけでは段差が生じ
ますが、一般の方が通行する仮橋なので、鋼製足場板
でスロープを作り、アスファルトを擦り付けて段差を無く
しています。
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≪歩行者用通路としての使用≫
この事例は道路を横断する工事であるため、完全に通
行止めにする必要がありましたが、道路脇に水路があ
り、その上を通行できるようにしています。

≪護岸工事での使用≫
護岸工事で川の中に仮設道路を造る場合、川の水を逃
がすために仮設通路と護岸の間に水路を設けるため、
相互の行き来ができなくなります。

≪簡単に仮橋完成≫
従来は単管を組んで、足場板を敷いたりして仮橋を作
りますが、『ライトブリッジ』なら伸縮させて置くだけで
あっという間に完成です！
※ズレ止め措置は必ず施して下さい。

≪足元の段差に配慮≫
事例②同様に、アスファルトを擦り付けて段差を無くし
ています。
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≪安全通路としての使用≫
この事例は、鋼矢板からブラケットを持ち出して、その
ブラケットに『ライトブリッジ』を架け渡して安全通路とし
て使用しています。

≪歩行者用通路≫
護岸工事などで、道路などの表土がすき取られたた
め、歩行が困難になったため、歩行者用の通路として
使用されました。

≪打込み単管で固定≫
この事例は、『ライトブリッジ』の最も一般的な固定方法
で、地盤に単管を打込み、その単管に横地単管を取り
付けて、その横地単管に『ライトブリッジ』を架けていま
す。

≪レベル調整≫
『ライトブリッジ』を水平に設置したい場合には、『ラクラ
クタラップ』のベース金具とジャッキベースを組み合わ
せた嵩上げ金具に『ライトブリッジ』を掛け渡す、という
方法があります。
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≪地足場としての使用≫
最も一般的な『ライトブリッジ』の使用方法です。枠組足
場で島さえ組んでしまえば、長さを調整したユニットを架
けていくだけですので、従来工法の単管組み地足場の
約1/3の工期で組立て完成します。

≪地足場からの昇降設備≫
昇降設備には角度を調整し、単管等に引っ掛けるだけ
で簡単に設置できる『ラクラクタラップ』がございます。
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